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 １．略 歴 

 
 

皆さんこんにちわ。只今ご紹介に預かりました、

福岡ひびき信用金庫会長の古川です。今回は

生涯教育の一環としまして、市民の公開講座の

講師のお話がありまして、私は役不足ではないか

とこういうことでお断りをしたのですが、北九州市

立大学を卒業したということで、是非にとのことで

お引き受けをさせていただきました。 

又皆さん方におかれましては、私ども福岡ひ

びき信用金庫のお引取先も本日たくさん参加さ

れており、心から厚く御礼申しあげます。 

  

それでは早速目次に従いましてお話をしたい

と思います。略歴でありますが私、昭和 11 年の

12 月 15 日で、あと 4 日ですか 74 歳になります。

生まれはこの北九州の八幡東区です。北九州で

生まれて育ってきた生粋の「北九州っ子」です。

高校は県立の八幡高校を卒業し、昭和 30 年に

北九州大学の商学部に入学しました。そして 34

年 3 月に商学部を卒業しまして、当時の八幡信

用金庫に入社したわけです。また、昭和 38 年が

五市合併の年でございましたので、この五市合

併のときに名前が北九州八幡信用金庫に改称し

ています。それから平成 13 年の合併によりまして、

福岡ひびき信用金庫に名前が変わりました。これ

につきましては、後ほど詳しく説明したいと思いま

す。 

 

平成4年に理事に就任、平成10年に理事長、

平成 18 年に会長職ということで、信用金庫に 51

年間お世話になっております。 

 
 
 

 

 
 ２．信用金庫入社当時に想う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
信用金庫入社時に初任給が 1 万円でありま

した。これは当時の国家公務員の初任給でご

ざいまして、掛け 20 としているのは当時の年

収に換算するためで、当時の信用金庫はかな

り成績がよかったのでしょうね、夏と冬と期

末の 3 回のボーナス 8 ヶ月分が出ておりまし

た。このボーナスの 8 ヶ月を入れますと 20 ヶ

月ですので、初任給が 1 万円でありますと年

収が 20 万円になり、これが当時の新入社員の

状況でした。 
現在の初任給は 175,000 円で、ボーナスが

5 か月分ということで、17 掛けますと

2,975,000 円になります。よって、当時の初任

給から見ますと、現在の年収は 15 倍近くなっ

ていることがお解りになると思います。 
 
ＧＤＰ国内総生産ですが、当時が 14 兆円、

現在が 480 兆円ですので、わが国の経済力は

約 34 倍になっています。 
もう一つ物価を見るときの一つの基準が米

の価格でございまして、1 俵 60 キロ、当時は

4,351 円、現在は約 17,000 円ですので、物価

は 3.9 倍であります。 
それから大衆車ですが、これは昭和 36 年に

トヨタがパブリカを出しました。この値段が
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389,000 円、今の軽自動車 100 万程度の車と

比較して約 2.6 倍程度であります。車は初任

給の年収の値段位になれば爆発的に売れる、

と言われています。 
これらの数字をざっと見ていきますと給料

の方が 15 倍になっています。しかし物価は 4  
 

 
 ３. 過去の経済の推移 

 

 

そこで、この 50 年間の日本の実質ＧＤＰの成

長率見ていきますと、最初の 1956 年から 1973 年

この 17 年間の伸び率が 9.1％、この時に神武景

気・岩戸景気・オリンピック景気・いざなぎ景気、こ

のような日本の高度経済の走りがこの時期にあり

まして、その後に石油ショックでマイナスの成長と、

その次に 1974 年から 1990 年の 16 年間に 3.9％

伸びました。この間、世界同時不況とか平成景気

とかいろいろありましたが、やはり成長は徐々に

低下しております。その次が 1991 年から 2009 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倍程度、経済力は 34 倍になっているというこ

とで、いかに現在の生活水準が非常に高いこ

とが解ります。つまり半世紀の間に日本の国

力が高まってきたことがお解りになると思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

この間は更に低下して 0.8％の伸びでした。実は

この間、平成景気もありましたが、一番大きいの

はリーマンショックで、マイナスの 9％近く落ち込

んでいます。このように、この50年間という半世紀

を見てみますと 17 年というサイクルの中で、景気

がだんだんと落ちてきています。 

なぜこのような形で落ち込んでくるかと申しま

すと、やはり少子高齢化の波と、もう一つは日本

の世の中が成熟して来たのではないかと思いま

す。（下図「実質 GDP 成長率（前年同月比）の推

移」参照） 
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４大景気～景気は循環する 

 

次に日本の 4 大景気をおさらいしてみますと、

神武景気が 2 年 7 ヶ月、岩戸景気 3 年 6 ヶ月、

いざなぎ景気 4 年 9 ヶ月ですが、このいざなぎ景

気は、まさに今の中国の経済成長と非常によく似

ていると言われており、日本の東京オリンピック、

オイルショックその当時に列島改造とか所得倍増

とか、こういうことが言われた時代で、日本の成長

の基礎をなしたというのがこの時期であります。 

そして平成景気が 4 年 3 ヶ月、今回の景気がリ

ーマンショックまでの 5 年 10 ヶ月、非常に低い伸

びという時期が続いています。 

このように日本の景気が 17 年くらいの一つの

サイクルで動いています。つまり好景気から後退

期から不景気、回復期とこういう流れでの中で、

モノの状況、生産の状況、雇用の状況がこのよう

に変わっていくのがお解りになると思います。 
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景気回復を実感できない理由 

 

次に直近の 20 年間の名目ＧＤＰと実質ＧＤＰ

の推移を見てみますと、実はこの二つの指標に

景気回復を実感できない理由が表れています。 

1997年の4月から6月に消費税が3％から5％

に上がった時期です。この時を 100 とすると、上

の赤線が実質のＧＤＰで、一番端っこの 2010 年

の 1-3 月、この間に実質のＧＤＰが 107.6、すなわ

ち 7.6 ポイント伸びています。  

ところが下の黒線、名目のＧＤＰは92.9であり、

マイナスです。つまり景気が後退した感覚に捕わ

れているということなのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それともう一つは、実質 GDP の方の 2009 年の

1-3 月、2010 年の 1-3 月は、1 年間で 4.2 ポイン

ト伸びています。ところが名目の方は 1.6 ポイント

しか伸びておりません。これは何かと申しますと

デフレが進行しているということであります。それ

と、原油をはじめとする輸入コストが上昇して採算

が非常に悪化しているということでございまして、

現在もこのデフレが続いているというのが今の動

きです。 
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大企業と中小企業とでは業況判断ＤＩは異なる 

 

それから直近の２０年間の私ども信用金庫の

取引先である中小企業の業況判断ＤＩについて

申し上げたいと思います。業況判断ＤＩというのは、

業況が「良い」から「悪い」をひいたこの数字のこ

とです。 

下の図の「信用金庫の取引先である中小企業

の業況判断ＤＩと中小企業白書の副題」を見てい

ただきますと、上の細い点線グラフが大企業で、

下の線が中小企業です。 

「0」から上に出たところを見てみますと、大企

業は 3 回ほどありますが、中小企業はこの線から

上にプラスになったことがありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その中でもとくに一番左足のしたマイナス 41.4

とこれはバブル崩壊後の数字です。次に消費税

が上がったとき、アジアの通貨危機、拓銀や山一

證券の倒産このときにはマイナス 47.1。次のＩＴバ

ブルや米国の同時多発テロこのときにもマイナス

47.9 という具合に非常に落ち込んでいます。 

一番右側がリーマンショックで、このときは非常

に落ち込みが大きく 55.5 まで落ち込みました。し

かしその後マイナスのままですが、4 半期ごとに

徐々に上向いているのが現在の景気の流れで

す。 
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九州北部の中小企業ＤＩは全国よりも良い 

しかも回復が早いが落ち込みも早い 

 

これも私ども信用金庫の調査によりますと、九

州北部産業のＤＩと全国の産業の差ですが、下の

青い折れ線グラフが全国、上の赤い部分が九州

北部ですが、どれを取りましても、北部の方が全

国よりも良いという回答を得ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これはやはり輸出産業関係、自動車、鉄鋼、

工作機械等々におきましても、輸出産業がかなり

この地区には集積していることで、中小企業にお

きましても非常に回復が早く、落ち込むときも非

常に早く落ち込んできている、ということが折れ線

グラフでお解りになると思います。 
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少子高齢化と人口減少 

 

今、このグラフの中の左側の線ですが、2008

年というのが真ん中にあります。これが人口のピ

ークで 1 億 2,700 万人です。 

ところが一番上の 2,800 万人が 65 歳以上の高

齢者、15 歳から 64 歳の労働人口 8,200 万、14

歳以下が 1,700 万人となっています。これらの人

口は、2055 年の一番端に行きますと 8,900 万人

まで減ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8,900 万人まで減ってきますと右側の折れ線グ

ラフにありますように、非常に老齢化率が高まり、

65 歳以上が 40％くらいまで増えてまいります。し

かも労働人口が51％、ここまで減ってくると、人口

の構成による数々の問題が生じてくるものと思わ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 9 - 

 

中小企業の減少 

 

それからこのように人口が減ってくると同時に、

中小企業の数も減ってまいります。この棒グラフ

は 2001 年から 2006 年まで 5 年間の増加率の実

績ですが、この中で特に大阪、京都このあたりで

は 14％、15％と中小企業が減っています。それ

に愛媛も 14％近く減っています。福岡でもマイナ

ス 11％減ってきており、減り方としては、全国の

平均よりやや低いかと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、左下の中小企業数の推移予測について

も、今後下の図のように減少することが予測され

ます。 

右下に開廃業率の推移がありますが、90 年代

あたりから廃業率が開業率を上回っており、だん

だん中小企業の数が減ってきているということを

示しています。 
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99％を占める中小企業 

 

この表は規模別に見た事業所、企業数、従業

員数です。 

事業所数の右側 5,702 千事業所という数字で

すが、中小企業と大企業見ますと中小企業の方

が 5,652 千事業所、実に全企業のうちの 99.1％

が中小企業であり、大企業は5万社、0.9％であり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その下の総従業員の数ですが、合計見ますと

53,946 千人、そして中小企業に対する従業員の

数 41,984 千人、77.8％で、大企業は 11,962 千人、

22％ということです。すなわち中小企業の数は

99％、従業員が 78％、こういう状況が現在の日本

の状況です。 
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減り方が顕著な小売業 

 

1999 年から 2006 年まで 7 年間の業種別の企

業の推移ですが、この中の数字で一番減ってい

るのが卸売・小売業であります。1,378 千社から

1,109 千社で 268 千社、最近では減っていること

になります。 

率にして約 20％減っているということです。そ

の中でも小売業が 206 千社減っておりまして、数

のうえでは一番減り方が多いのがこの小売業で

す。次に減っているのが、製造業で 599 千社から

455 千社、実に 143 千社 24％減っているというこ

とです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設業もかなり減っておりまして、555 千社から

489 千社、この間 66 千社減っていることになりま

す。もうひとつは飲食業 772 千社から 647 千社、

これも 125 千社減っています。 

それでは増えたところはどこかといいますと、一

番下から二段目の医療福祉 18 千社、11％増え

ています。それと情報通信、ここも 7 千社ほど増

えています。 

医療関係につきましては、介護関係がかなり

増えてきたということ、情報通信につきましてはＩＴ

関係の、この二つくらいで、後はほとんど減って

いる状況が続いています。 
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 ４. 金 融 ビ ッ グ バ ン 

 

 

ビッグバンとは、太陽系ができる前に大爆発が

あったということです。太陽系ができまして 46 億

年になりますが、宇宙の始まりの大爆発になぞら

えるほどの金融の大改革というふうに捕らえられ、

金融ビッグバンと言われています。 

この金融ビッグバンという言葉の由来は、英国

のサッチャー政権のときに遡ります。当時、イギリ

スの証券市場は斜陽気味であったのですが、「ビ

ックバン」という言葉をサッチャーさんが言い始め

たことから、他の国に逃げていたお客が戻り、イ

ギリスのロンドンの証券市場が蘇ったということで

す。 

この英国のビッグバンにならって、日本版ビッ

グバンを打ち出したのが、橋本内閣の時です。こ

のとき、銀行に対してフリー、フェアー、グローバ

ル、世界の自由市場の経済に任せて行くことを

進めました。 

日本ではそれまでの護送船団、つまり一番遅

い船に合わせた政策を行っていたのですが、銀

行、証券といった金融機関や保険の改革を行い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それらを自己責任経営に任せることで、垣根をど

んどん落としていきました。 

その結果、自由化が進んでいった訳です。こ

のことで競争が非常に激しくなり、その後のバブ

ルの崩壊や証券・金融・保険の倒産が相次ぐ結

果になった次第です。 

 

その後にペイオフの完全実施が２００５年の４

月に行われ、最近では９月に日本振興銀行がペ

イオフの第一号と報道されました。 

 

その後リーマンショックが２００８年の９月にあり

ました。これはご存知のように、サブプライムロー

ンに端を発しまして、米国の住宅のバブルが崩

壊したことで、名門であります投資銀行のリーマ

ン・ブラザーズが崩壊、世界同時不況の様相を

呈して来たというような状況になりました。しかし

各国の金融財政の立て直しの結果、今のところ

同時不況は回避された形になっています。 
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 ５. 地 域 企 業 の 現 状 

 

 

北九州市の成り立ち 

 

それでは過去からの地域企業の状況ということ

で、簡単に北九州の歴史から紐解いて見ますと、 

  

江戸時代までは、現在の門司区、小倉北区、

小倉南区の全域と八幡東区の東半分は豊前国

の企救郡に属し、八幡東区の西半分と、八幡西

区、若松区、戸畑区の全域は筑前国で、遠賀郡、

鞍手郡に属しており、別の国でありました。 

現在の八幡東区に大蔵川が流れておりますが、

そこに両国橋というが架かっておりました。今、架

けかえの工事中ですが、ここで豊前の国と筑前

の国が別れており、1871 年廃藩置県により豊前

国は小倉県に、筑前国は福岡県となりました。 

しかし、5 年後に府県合併により、小倉県は分

割されて大半の地域が福岡県と合併し、それ以

降、福岡県に属するようになりました。 

 

大正時代になってから、門司、小倉、戸畑、若

松、八幡の５つの市が成立しています。 

1963 年(昭和 38 年) 、５市合併後の新しい市

の名前を住民公募した結果、１位は「西京市」で

したが、京の名を含んだ名称には異論もあり、２

位の「北九州市」が採用されたそうです。 

 

官営八幡製鐵所から始まる北九州の製造業 

 

「ものづくりの街」「製造業の街」である北九州

は、1901 年に開設された官営の八幡製鐵所から

始まります。これは明治政府の殖産興業のスロー

ガンの元で、それまで人口 2000 人に満たないよ

うな寒村漁村に、このような大規模な製鉄所が作

られたわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その理由は、鉄の場合は鉄の３倍くらい石炭を

使うということで、後背地に筑豊炭田・宇部炭田

で産出される石炭と、中国からの鉄鉱石など原料

の輸入に適した洞海湾があったこと、特に地盤が

強固であったことが挙げられます。また、戦前に

おいては国の重要な工業拠点であり、かつ、重

要な軍事拠点でもあったわけです。 

 

このようにして発展していった素材型産業であ

る北九州工業地帯は、戦前には京浜、中京、阪

神と並ぶ、国の４大工業地帯の１つとして発展を

遂げていきました。 

 

 

戦後復興から高度経済成長そして公害都市へ 

 

終戦の末期から大規模な空襲によりまして工

場群が壊滅的な打撃を受けましたが 1950 年から

朝鮮動乱が起き、その後 3 年くらい続きましたの
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で、その特需が支えとなり復興を遂げることがで

きました。ところが戦後の復興から高度経済成長、

そして公害都市として進み、つまり製鉄所を初め

とするいろいろな工場から立ち上がる煙というの

が繁栄の象徴でもあったわけですが、高度経済

成長期には工業生産の増大により、煤煙、煤塵、

悪臭などの大気汚染が、大変著しいものになり市

民生活に深刻な影響を与えることになりました。 

しかし産官学を挙げた公害対策が功を奏し、

現在の北九州は環境モデル都市として、今宣伝

しているとおりです。 

しかし近年、鉄鉱石の輸入先が中国からオー

ストラリア、ブラジルなどに変わってきたことや、エ

ネルギー革命（石炭から石油、天然ガスへの転

換）などにより、四大工業地帯を構成する他の工

業地帯に対する比重は小さくなり、現在では「北

九州工業地域」と呼んでいる教科書も出ていま

す。 

 

 

製造業の街～北九州工業地帯 

 

製造業の街、北九州の工業地帯でありますが、

もう一度この近辺の工場群を見てみますと、関門

海峡から洞海湾沿岸にかけて、官営製鉄所の後

身新日本製鐵（新日鉄）八幡製鐵所（八幡東区・

戸畑区）や住友金属小倉（小倉北区）などの鉄鋼

業、新日鐵化学（戸畑区）や三菱化学（八幡西

区）などの化学工業、TOTO（小倉北区）や黒崎

播磨（八幡西区）などの窯業、安川電機（八幡東

区）などの電気機器（重電、産業用ロボット）、三

菱重工業（下関市）などの造船業が発達していま

す。 

 

周防灘沿岸ではトヨタ自動車九州（苅田町）、

日産自動車（苅田町）やダイハツ九州（中津市）

などの自動車産業、宇部興産、三菱マテリアル

（苅田町）などのセメント製造拠点が集積していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内陸部におきましても石灰石の一大産出地で、

東谷鉱山（小倉南区）、香春鉱山（香春町）、船

尾鉱山（田川市）、関の山鉱山（田川市）などがあ

り、セメント工業が発達しています。 

 

その他でも、トヨタ自動車九州（宮若市）を始め、

九州地方は半導体産業が集積している事からシ

リコンアイランドと呼ばれ、ローム福岡（行橋市）や

東芝 LSI パッケージソリューション（宮若市）など

の工場が集積しています。 

 

製鉄、化学、窯業、セメントなどの重厚長大型

の素材産業で名をはせた北九州工業地帯だが、

現在の主力品目は自動車。日産、トヨタ、ダイハ

ツの生産拠点の集約化により 2006 年の自動車

が生産量は 100 万台に達しました。(生産能力は

150 万台) 
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北九州における人口減少と少子高齢化 

 

先ほども日本全国の人口を申し上げましたが、

この北九州でも人口が減っています。企業の盛

衰とともにこの人口も減少気味で、1963年に北九

州市が合併した当時は 100 万人を超えていた人

口もだんだん減ってきており、2010 年 9 月の人口

も 981 千人まで減ってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北九州市の人口の見通しのグラフでは、2010

年の 97 万人から 2035 年には 77 万人になり、今

から 20 万人減るというデータが出ています。やは

り北九州の場合も老齢化が進んでいるということ

で、一番上の黄色のところが 65 歳以上、これが

35 年には 25％が 35％になると、労働人口の 15

歳から 64 歳までが 62％が 56％になる非常に危

機的な状況があるということで、今市を上げて企

業誘致に当たっているのが現状です。 
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2010 年 11 月の北九州経済概況 

（日銀北九州支店レポートより） 

 

2010 年 11 月の管内金融経済概要ですが、こ

れは 2 月の始めに日銀が発表したこの地区の概

況です。輸出は増加を続け、生産は減速しつつ

も高水準を続けています。 

設備投資は持ち直しつつも、そのペースは緩

やかなものにとどまっています。住宅投資は持ち

直しに転じつつあり、個人消費も下げ止まりつつ

あります。この間、公共投資は減少しています。 

雇用情勢を見ると、10 月の有効求人倍率は、

0.61倍と5カ月連続で上昇したものの、労働需給

は厳しい状況が続いています。所定外労働時間

は、製造業を中心に回復が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月の消費者物価指数（北九州市の生鮮食

品を除く総合ベース）は、前年比－0.5%となりまし

た。 10 月の企業倒産（負債総額 10 百万円以

上）は、件数（8 件＜前年同月 12 件＞）、負債総

額（672 百万円＜同 862 百万円＞）ともに前年を

下回りました。 

金融面をみると、10 月の実質預金（末残前年

比）は 2.1％増、貸出（同）は 1.8％増となりまし

た。 

北九州経済および業種別の展望ですが、日銀

のデータ等を参考に、現状・短期見通し・長期見

通しについての分析を参考までに行っていま

す。 
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 ６. 地域金融界の現状と役割 

 

 

金融機関の主な役割は、基本的な業務として

金融仲介機能・信用創造機能･決済機能という 

３つが主な業務として機能しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の図のように真ん中に金融機関があり、左側

に資金に余裕のある企業あるいは個人から預金

という形で金融機関がお預かりし、一方で資金を

必要とする人に融資という形でお貸しするという

機能、それから他の金融機関にお金を送金した

り送られたりする機能というのが、一般的な業務

であります。 

それから最近では地域経済を活性化させるた

めに金融の円滑化、地域貢献というような地域密

着型の推進、そのためにコンサルティング業務を

強く求められているというのが最近の業務の中に

入ってくることにより、この業務の強化にしのぎを

削っているのが現状です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の図のように、都市銀行は大企業、地方銀

行は地域大手企業、信用金庫は中小零細企業・

個人商店という構図があります。しかし、だんだん

上から下に下りてきて、金融機関同士の競争が

激しくなってきています。 

 

最近では、地域密着型金融で如何に各金融

機関の特色を出していくかが、今後の金融機関

としての存在価値が問われるところです。 

 

 

 

 

北九州地区の金融機関数 

 

北九州地区の金融機関の状況ですが、都銀 4

行、地銀 11 行、第二地銀 5 行、信託銀行 3 行、

信用金庫 3 金庫、信用組合 2 組合のほか、商工

中金、日本政策金融公庫、農協、労働金庫、ゆう

ちょ銀行を含めると、計 34 行庫（2010 年 4 月 1

日現在）が店舗を構えていることになります。 

 

このうち本店を有する金融機関は福岡ひびき

信用金庫と農協であり、このほか福岡銀行、西日

本シティ銀行、山口銀行の 3 行が北九州市に地

区本部を設置しています。 
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2010 年 3 月には、山口銀行が 2011 年度中に

「北九州銀行」の開業を目指すことを発表するな

ど、金融機関の競争が益々激化することが予想

されます。 

 

 

圧倒的に高い地銀のシェア 

 

2009年去年の12月末の北九州地区の金融機

関のシェアですが、右に残高、上が預金、下が貸

出金となっています。約4兆8千億円が北九州地

区の預金量で、これは全国の預金量の約 0.7％

にあたります。 

銀行別に見てみますと都銀・信託銀行の残高

比率は15.2％、ところが右端の全国では42.9％、

都銀信託のシェアが北九州地区では非常に少な

いことがお分かりになるかと思います。その反面、

地銀・第二地銀のシェアは、全国ベースで見ます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と 39.3％であり、北九州地区では 71.7％と、北九

州地区での地銀のシェアが非常に高く、倍近い

ことがお解りになると思います。それだけ特に地

銀が非常に強い地区となっています。その下が

私ども信用金庫で、全国では 17.8％ですがこの

地区では 13.1％と、やはり全国から見ればやや

劣っています。 

北九州地区の貸出金も全国から見れば、預金

と同じく約 0.7％のシェアで、3 兆 1406 億円の融

資が北九州地区にあるわけです。都銀・信託の

貸出金のウエイトは、全国の割合から見ると

45.6％に対し、北九州地区では 12.4％と非常に

低いウエイトになっています。それに反しまして地

銀・第二地銀は、全国では 41％であるにも拘わら

ず北九州地区では 76.6％と、地銀のウエイトが非

常に高くなっています。その下が信用金庫です

が、融資の方は全国が 13.4％に対し、この地区

では 11％と、やや弱い状況であります。 
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中小企業が金融機関に期待すること 

～ひびしんアンケートよりひびしん調査レポート

「H22.10」より（調査期間 2010 年 4 月～6月））～ 
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全ての金融機関の融資姿勢にどのような取り

組みを期待していますか？という問いに対しては、

「プロパー融資 17.2％」「資金供給の安定性 

15.7％」「担保に過度に依存しない 15.2％」「決算

書のみに頼らない目利き力に頼らない融資

12.5％」などというように、やはり企業の実力という

ものを認めて継続的に融資をお願いしたいという

のがお客さんの望みのようでございます。 

 

渉外担当者等のどのような役割や行動に満足

しているか、今後期待していますか？という問い

に対しては、「領域を問わないさまざまな情報の

提供者 17.2％」「財務改善の提言をするコンサル

タント 15.7％」などで、経営者の悩みの聞き手に

なってほしい等の要請･希望が多いようです。 

 

地域金融機関以外での相談相手は？というア

ンケートに対しては、「公認会計士・税理士

30.9％」「同業者団体 17.4％」「商工会議所・商工

会 16.5％」の３つが他よりも多い回答になってい

ます。 

 

また、ゆうちょ銀行が預け入れ限度額枠を拡張

した場合どうしますか？という問いに対しては、

「預金金利が高ければ預け入れ額を増やす

18.9％」「預入額を変えるつもりはない 13.5％」と

いう回答が多いようです。 

 

一方で、ゆうちょ銀行が業務拡張した場合各

種ローンを利用しますか？という問いに対しては、

「使うつもりは無い 21.9％」が圧倒的で、次に「金

利が低ければ使いたい 9.9％」などが続いていま

す。 

 

 

 

 

 

事業承継について中小企業経営者は 

どのように考えているのか？ 

 

中小企業経営者の事業承継について調査を

した結果を申し上げますと、 

 

事業承継について相談をしたきっかけは？と

いう質問に対しましては、「自身の健康・体力に

不安が生じた 6.6％」「事業承継へ向けての環境

が整った 6.6％」が同数回答ですが、きっかけに

ついては様々なようです。 

 

後継者についてはどのように考えています

か？という問いに対しては、「後継者はすでに決

まっている 37.3％」「まだ考えていない 30.8％」と

いうことで、四割弱の方がすでに後継者を決めて

いることが解ります。 

 

 

年１回以上の健康診断と適度な運動 

 

中小企業経営者の年齢は、「60 歳代 37.1％」

と一番多く、「50 歳代 27.4％」「40 歳代 15.3％」

「70 歳代 14％」と続いています。 

社長の業歴については、「40 年以上 35.1％」 

「30 年から 40 年未満 25.9％」と結構長いことが

解ります。 

また、社長自身の一週間あたりの労働時間は、

「40 時間以上 60 時間 52.1％」と圧倒的に多く、

昔のように働き詰めではないにしても、比較的長

時間の労働になっていることが解ります。 

 

社長自身の健康診断の頻度と申しますと、「1

年に 1 回以上 80.4％」が圧倒的で、かなり健康に

は気をつけ、日ごろから適度な運動に取り組んで

いることが解ります。 
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中小企業経営者の事業承継について 

中小企業経営者の健康管理について 
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金融機関が家計から選ばれる理由 

 

家計から選ばれる金融機関の条件で、近所に

店舗や ATM があるからが非常に多いということが

わかります。 
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 ７. 信 用 金 庫 の 役 割 

 

 

法律上の信用金庫 

 

 根拠法 信用金庫法（昭和 26 年施行） 

 地域性のある会員制協同組織の金融機関 

 会員（地域に居住、勤務、事業所） 

 事業所（300 人以下、資本金 9 億円以下） 

 一先当たりの貸出限度額 

（金庫自己資本額の 25%以内） 

 員外貸出 700 万円以内 

 

ここでは信用金庫の PR になるかもしれません

が、根拠法は信用金庫法で、法律施行から来年

で 60 周年になります。会員制の協同組織の金融

機関で、地域性があり、定款に私どもの営業がで

きる地域を明記しています。 

今のところ福岡ひびき信用金庫は福岡県を中

心に、山口県は下関市、大分県は中津市までと

なっています。 

会員となるためには、地域に居住または勤務し

ている事業所、事業所につきましては300人以下、

資本金 9 億円以下という規制もあります。 

一先当りの貸し出し限度額は自己資本額の

25％以内で、会員外への貸出は 700万円以内で

あればできます。 

 

 

信用金庫は儲けることを考えるのではなく 

「地域活性化するためには」をまず考える 

 

信用金庫と銀行はどう違うのかとよく聞かれま

す。違いですが、信用金庫は営利を目的にして

いるのではなく、地域経済を活性化させる事を第

一の目的としています。 

 

 

 

 

 

信用金庫と銀行の違い 

 

区分 信用金庫 銀行 

根 拠 法 信用金庫法 銀行法 

設立目的 

国民大衆のために金融

の円滑を図り、その貯蓄

の増強に資する 

国民大衆のために

金融の円滑を図る 

組  織 
会員の出資による協同

組織の非営利法人 

株式会社の営利

法人 

会員資格 

地域に居住勤務してい

る事業所、事業所につき

ましては 300 人以下、資

本金9 億円以下という規

制がある 

なし 

業務範囲 

預金制限なし 

融資は原則として会員を

対象とするが、制限つき

で会員外でもできる 

会員外貸出 700 万円以

内 

制限なし 

 

   

小口、中小零細中心の信用金庫 

  

信用金庫の預金量を見てみますと、都市銀行

263 兆円、地銀 257 兆円、第二地銀 56 兆円、こう

いうところです。信用金庫は 117 兆円ですから、

小口で件数も非常に多い預金融資を行っている

と言えます。 

貸出金については、都市銀行 184 兆円、地銀

154 兆円、第二地銀 43 兆円で、信用金庫は 64

兆円、不良債権比率 6.3％ということは、中小零

細企業中心の貸出が大半を占め、非常に地域と

の関り合いが高く、不良債権もなかなかすぐに処

理することができない状況であると言えます。 

また、次のグラフを見ても判るとおり、信用金庫

業界の貸出先のほとんどは 10 人以下の従業員

のところが多いということです。 
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福岡ひびき信用金庫の企業理念・経営理念 

 

企業理念 

１．中小企業の健全な発展 

２．豊かな国民生活の実現 

 ３．地域社会繁栄への奉仕 

 

 

経営理念 

１．地域社会の繁栄ある未来を希い、地域とと

もに歩みます。（地域繁栄、金庫繁栄） 

２．健全経営と独自性発揮で、お取引先の要請

に応えます。（健全経営、独自性発揮） 

３．知性を磨き、創意と工夫をもって活力ある信

用金庫を築きます。（知性と創意で活力金

庫） 

 

 

 

福岡ひびき信用金庫の概要 

 

 設  立 1924 年（大正 13 年） 

 出資金 会員数 73,863 人 

残 高 3,619 百万円 

 役職員 623 人 

（別途パート 171 人） 

（H22.3.31 現在） 

 店 舗 50 店舗（12 市町） 

（H22.3.31 現在） 

 預金積金 605,815 百万円      

 貸出金  336,303 百万円 

 自己資本比率  14.64 ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私の信用金庫経営 

 

① 顧客本位の地域密着経営 

・地域の活性化（企業育成、再生、経営支援、地

域ファンド） 

・地域振興への貢献（経営大学、経営者賞、各種

相談室） 

・顧客の組織化（同友会、ニューリーダー会、寿会、

すみれ会、イングスクラブ） 

・ボランティア活動  

 

② コンプライアンス重視の経営（法令遵守経営） 

・コンプライアンス軽視は、企業を倒産に追い

込む 

・トップのコミットメント（トップの指示、責任問題の

厳格な対応） 

・役員のリーダーシップ（内部管理体制、役員自

身が現場で積極的に課題解決に取り組む） 

 

③ 春夏秋冬を意識した経営 

（変化に対応した経営） 

・1 年に春夏秋冬があるように、人生にも、企業

にも春夏秋冬のサイクルがある。 

・夏は思いっきり業績を伸ばし、実りの秋を皆

で喜び、冬に備え経営体力を温存する。 

・冬はひたすら耐え忍び、春にきれいな花を咲

かせられるように内部固めを行い、やがて必
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ず来る春を信じる。 

・春・夏・秋・冬の変化に対応する経営、変化の

先を読む経営 

 

④ 人財を重視した経営 

・信用金庫の理念、使命を理解し実現できる 

付加価値の高い理想の職員を「人材」ではな

く「人財」と定義した。 

・職員一人ひとりの個性を活かし、それぞれの

能力に磨きをかけて 経験を蓄積させることで     

信用金庫の「人財」として育成していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人生で最も勉強になった合併 

 

私どもは近年合併を続けてきています。 

行橋が平成 8 年、平成 13 年には八幡、若松、平

成 15 年に 5 金庫合併で現在に至っています。 

ここにあえて「天の時、地の利、人の和」という

孟子の言葉使わせていただいています。中国の

歴史は 4000 年あるといわれています。この間国

取り合戦が何十回、何百回と行われているとき出

てきたのが「天の時、地の利、人の和」です。 

金融ビックバンにより、以前よりも増して競争が

激化してくる。そうすると打ち勝っていくためには

我々も合併が必要だと思っていました。その時の

流れ、即ち「天の時」で、チャンスはいつかと考え

ておりました。 

当時、金融の自由化が進んでいる時期で、こ

れに対応していくには、何処と合併するかが問題

であり、即ちこれが「地の利」ということで、こういう

大きな事業をしていくときには、役職員がひとつ

にならないとだめだということで「人の和」です。 

ということで「天地人」という言葉使わせていただ

いています。 
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地域ファンドの設立（平成 17 年 10 月） 

 

また、地元のために地域ファンドを設立してい

ます。それでは、「ひびき北九州企業育成ファン

ド」の紹介を少々させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域ファンドの概要 
 

 ひびき北九州企業育成ファンド 

 運営会社 ひびしんキャピタル㈱ 

 ファンド総額 １０億円 

（福岡ひびき信用金庫９億円） 

（信金中央金庫１億円） 

 産・学・官 連携による 

地域企業支援ファンド 

 投資対象 ベンチャー企業、事業再生 

 投資委員会メンバー 

北九州市立大学、九州工業大学、 

北九州市、ジャフコ、信金中央金庫、 

福岡ひびき信用金庫 
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企業に対するコンサルタント機能の充実 
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ひびしんビジネスフェア 

 

「ひびしんビジネスフェア」は、私どもが単独で

やりまして非常に好評でした。なぜ好評というかと

いいますと、私どもは 201 社に対して、それぞれ

に最低 5 社、多いところで 10 社か 20 社商談ので

きる相手を決めて差上げることで、非常にまとまる

率が高いということです。 

来年は北部九州の信用金庫が一緒にマリンメ

ッセでビジネスフェアを開催するようにしていま

す。 
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信金中央金庫の役割 

 

次に、信金中央金庫ですが、全国の信用金庫

の出資により設立された信用金庫の中央機関で

す。左側が信用金庫全体の数字で、右側が信金

中金で、総資産28 兆円、従業員 1107人となって

います。下に 4 大格付機関の格付けが出ていま

す。現在優先出資や金融債を発行し、信用金庫

の中央機関として非常に高い評価を受けていま

す。また、信用金庫業界には公的機関が入って

おりません。業界の中で資金を援助し合う、資金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を増強する制度を信金中金の中に作って、個々

の信用金庫の支援をしています。 

つまり、信金中央金庫は、信用金庫業界の決

済機関であり、信用金庫における国際業務のサ

ポート役でもあります。また一方で、信用金庫業

務のシンクタンクでもあり、しんきん証券やしんき

ん信託銀行などの信金中金グループによる各信

用金庫へのサポートを行うとともに投資相談業務

のサポート等も行っています。 
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信金中央金庫の業務 
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以上、ご清聴を感謝いたします。 

 

 

 

 

 

ダーウィンの『種の起源』のなかで 

「生存競争では 最も強いものが生き残るわけではなく 

また、最も賢いものが生き延びるわけでもない 

唯一生き残るのは、変化に対応できるものである」 

と言っています 

 

私共信用金庫では、他の金融機関と比べて決して強いとも 

また賢いともいえません 

しかし、地域に密着した金融機関として 

これから起こりうる様々な変化の本質を読み取り 

的確に対応することにより 

地域と共に歩む 

地域金融機関として確固たる地位を 

構築することができるものと確信しています 


